
－１－ 

○議長（吉田敏郎） 

日程第６ 議案第３９号 令和２年度開成町給食事業特別会計補正予算（第１号）

についてを議題といたします。 

予算書の説明を担当課長に求めます。 

学校教育課長。 

○学校教育課長（岩本浩二） 

それでは、１枚おめくりいただいて、議案第３９号を朗読させていただきます。 

議案第３９号 令和２年度開成町給食事業特別会計補正予算（第１号）。 

令和２年度開成町の給食事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，２７８万４，００

０円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８，６６６万６，０００円

とする。 

２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

令和２年６月１９日提出、開成町長、府川裕一。 

４ページ、５ページをお開きください。 

明細書でございます。ただいま申し上げましたとおり、歳入歳出、共に１，２７

８万４，０００円を減額するものでございます。 

６ページ、７ページでございます。 

まず、歳入の御説明をさせていただきます。給食納付金、１，７８２万７，００

０円の減でございます。新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、園・学校が臨

時休業となったことに伴いまして、４月、５月分の給食費の徴収を行っていないこ

とから２か月分の減額を行うものでございます。あわせまして、小・中学校につい

ては、臨時休業の影響から、不足する授業時間確保のため夏休みを短縮して８月も

授業を行うことから、８月１９日から８月３０日までの９日分の児童・生徒分、教

職員、任用職員等の給食費徴収分について増額を行いまして、差引きした合計金額

を補正額として計上するものでございます。 

開成小学校につきましては、児童５０４人分、教職員３５人に非常勤等を含めた

４・５月分の４８７万４，３２０円を減額いたしまして、新たに生じます８月の教

職員など６２人分の給食費１４万５，０８０円を増額して、双方を差引きした４７

３万円を減額するものでございます。開成南小学校につきましては、児童６２８人、

教職員３５人に非常勤等を合わせたもの、４・５月分５９８万８，４８０円を減額

いたしまして、新たに生じる教職員などの６０人分の給食費１４万４００円を増額

し、差引きした５８４万９，０００円を減額。文命中学校につきましては、生徒数

５２４人、教職員３５人に非常勤職員等を含めた４・５月分５５６万６，２４０円

を減額、新たに生じる８月分の教職員などの４３人の給食費１１万９，９７０円を
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増額して、差引き５４４万７，０００円を減額。開成幼稚園は、８月を夏季休業と

いたしますので、園児２４１人、教職員２６人にその他を含めた４・５月分１８０

万１，０００円の減額のみとなり、４校合わせて１，７８２万７，０００円を減額

するものでございます。 

繰入金につきましては、一般会計のほうで申し上げました給食事業特別会計繰出

金と同様でございまして、３月分の給食食材のキャンセルに要した補償費として１

１５万４，２９７円と、夏休み９日間の給食食材費につきまして、全児童・生徒１，

６４７人分を全額補塡するという経費３８０万１，９９０円を合わせた５０４万３，

２８７円を繰り入れるものでございます。 

歳出に移らせていただきます。 

歳出につきましても、４月、５月の減額分と児童・生徒１，６４７人分の８月の

９日分の食材費、それと８月の９日分の教職員等からの徴収する食材費を相殺した

額として、開成小学校３２１万４，０００円の減、南小学校４０７万円の減、文命

中学校３７３万５，０００円の減、幼稚園１７５万６，０００円を減額いたしまし

て、端数処理分を予備費で調整し、歳入歳出それぞれ１，２７８万４，０００円を

減額するものでございます。 

重ねて、議員の皆様方には、８月の給食費の９日分の補塡につきまして、御理解

を賜りましたことにつきまして深く感謝を申し上げたいと思います。 

説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（吉田敏郎） 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

 質疑をどうぞ。質疑、ありませんか。 

 （「なし」という者多数） 

○議長（吉田敏郎） 

ないようですので、続いて討論を行います。 

討論のある方は、いらっしゃいますか。 

 （「なし」という者多数） 

○議長（吉田敏郎） 

 討論がないようですので、採決を行います。 

 議案第３９号 令和２年度開成町給食事業特別会計補正予算（第１号）について、

原案に賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを押してください。採決を締

め切ります。 

 （賛 成 全 員） 

○議長（吉田敏郎） 

 採決の結果、賛成全員によって可決しました。 

 


